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訂正情報

p. 264 右側 例 4の訂正
[例4] 可逆論理関数F = [b⊕ac⊕bc/a, 1⊕a⊕c⊕ab⊕ac⊕bc/b, c⊕1⊕b⊕ab⊕ac⊕bc/c]

を考える．σ(F ) = 16であるので，上記の下界定理から F を実現する可逆論理回路
のゲート数が dlog(σ(F ) + 1)e = dlog 17e = 5以上であることがわかる．実際，F は
5個のToffoliゲートの合成 [b⊕ c/b].[c⊕ ab/c].[a⊕ bc/a].[b⊕ a/b].[c⊕ 1/c] で表すこ
とができるので，γ(F ) = 5である．


